
『
胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
』

の
お
知
ら
せ

　
従
来
の
胃
が
ん
バ
リ
ウ
ム
検
診
に

加
え
、
平
成
26
年
度
か
ら
、
胃
が
ん

リ
ス
ク
検
診
を
導
入
し
ま
し
た
。
胃

が
ん
の
リ
ス
ク
（
危
険
性
）
を
知
り
、

予
防
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

対　
象　
町
内
に
住
所
を
有
し
、
平

成
30
年
3
月
31
日
ま
で
に
40
・
45
・

50
・
55
・
60
・
65
・
70
歳
の
い
ず
れ

か
の
年
齢
に
な
る
方

※
次
に
該
当
す
る
方
は
、
対
象
年
齢

で
あ
っ
て
も
正
し
い
検
査
結
果
が
得

ら
れ
な
い
た
め
、
検
診
を
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
食
道
、
胃
、
十
二
指
腸
の
病
気
で

　
治
療
中
の
方

▼
胃
の
手
術
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る

　
方

▼
腎
不
全
の
方

▼
胃
酸
分
泌
抑
制
剤
（
プ
ロ
ト
ン
ポ

　
ン
プ
阻
害
剤
）
を
内
服
中
ま
た
は

　
検
診
日
か
ら
2
か
月
以
内
に
服
用

　
し
て
い
た
方

※
対
象
年
齢
以
外
の
方
は
、
バ
リ
ウ

ム
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

内　
容　
血
液
検
査
（
ペ
プ
シ
ノ
ゲ

ン
検
査
と
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
ピ
ロ
リ

菌
抗
体
検
査
）

※
直
接
胃
が
ん
を
発
見
す
る
検
査
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
胃
が
ん
や
胃
の

病
気
に
か
か
る
リ
ス
ク
を
知
る
こ
と

が
で
き
、
バ
リ
ウ
ム
検
査
に
比
べ
体

へ
の
負
担
が
少
な
い
検
査
で
す
。

検
診
後
の
流
れ　
こ
の
検
診
で
精
密

検
査
が
必
要
と
判
定
さ
れ
た
場
合
は
、

胃
内
視
鏡
検
査
を
受
け
ま
す
。
そ
の

後
も
一
定
の
間
隔
で
検
査
を
受
け
る

こ
と
で
、
胃
が
ん
の
早
期
発
見
に
つ

な
が
り
ま
す
。

実
施
期
間　
6
月
1
日
㈭
～
平
成
30

年
3
月
31
日
㈯

受
診
方
法　
取
扱
医
療
機
関
ま
た
は

集
団
検
診
で
受
診
で
き
ま
す
。
受
診

に
は
、
5
月
下
旬
に
送
付
す
る
「
受

診
券
」
が
必
要
で
す
。

※
自
己
負
担
金
な
ど
の
詳
細
は
「
保

健
だ
よ
り
」
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
さ
く
ら
館

☎
８
５
―
０
８
０
０

健
康
診
査
・
が
ん
検
診
の

受
診
券
を
送
付
し
ま
す

　
今
年
度
も
6
月
か
ら
、
各
種
健
康

診
査
お
よ
び
が
ん
検
診
が
始
ま
り
ま

す
。
健
（
検
）
診
開
始
前
の
5
月
末

に
各
種
受
診
券
を
送
付
し
ま
す
。

　
受
診
に
は
「
受
診
券
」
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
健
（
検
）
診
を
受

け
る
ま
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。
「
受
診
券
」
は
4
月
1
日
現

在
、
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
に
送

付
し
ま
す
。

　
各
種
健
診
、
が
ん
検
診
に
つ
い
て

の
詳
細
は
「
保
健
だ
よ
り
」
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　
転
入
な
ど
に
よ
り
「
受
診
券
」
や

「
保
健
だ
よ
り
」
が
手
元
に
な
い
方

は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

受
診
券
の
大
き
さ　
は
が
き
サ
イ
ズ

受
診
券
の
色

○
特
定
健
診　
水
色

○
長
寿
健
診　
ク
リ
ー
ム
色

○
が
ん
検
診　
ピ
ン
ク
色

照
会
先

□
特
定
健
診
・
長
寿
健
診

　
保
険
健
康
課
☎
８
５
―
９
５
６
４

□
が
ん
検
診

　
さ
く
ら
館
☎
８
５
―
０
８
０
０

町
民
交
通
傷
害
保
険
の
加

入
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　
町
民
交
通
傷
害
保
険
の
加
入
申
し

込
み
を
総
務
防
災
課
町
民
係
お
よ
び

出
張
所
で
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
少
額
の
保
険
料
で
加
入
で
き
ま
す

の
で
、
万
一
の
交
通
事
故
に
備
え
、

家
族
み
ん
な
で
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
者　
町
内
在
住
の
方
お
よ
び
町

内
に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
方

加
入
期
間　
加
入
日
～
平
成
30
年
３

月
31
日
㈯

保
険
料　
５
月
中
に
加
入
さ
れ
る
方

は
１
口
３
３
０
円
で
す
。

※
保
険
料
は
、
月
ご
と
に
１
口
30
円

減
額
さ
れ
ま
す
。

※
１
人
２
口
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

保
険
の
対
象　
被
保
険
者
が
、
国
内

で
の
車
両
（
電
車
・
自
動
車
・
二
輪

車
・
自
転
車
な
ど
）
の
衝
突
お
よ
び

横
転
事
故
、
ま
た
は
歩
行
中
の
車
両

と
の
接
触
事
故
に
遭
わ
れ
た
場
合
、

保
険
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

航
空
機
・
船
舶
な
ど
に
よ
る
事
故
は

支
払
い
の
対
象
外
で
す
。

支
払
わ
れ
る
保
険
金
（
加
入
口
数
1

口
に
つ
き
）

○
死
亡
ま
た
は
事
故
に
よ
る
後
遺
障

　
害
認
定
を
受
け
た
場
合１

０
０
万
円

○
け
が
に
よ
り
１
日
以
上
通
院
・
入

　
院
し
た
場
合

５
，
０
０
０
円
～
12
万
円

※
治
療
期
間
に
よ
っ
て
金
額
は
変
わ

り
ま
す
。

そ
の
他　
こ
の
保
険
は
、
他
の
保
険

（
健
康
・
労
災
・
生
命
・
傷
害
・
自

動
車
保
険
）
な
ど
と
関
係
な
く
、
保

険
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

照
会
先　
総
務
防
災
課
（
町
民
係
）

☎
８
５
―
７
１
６
０

5
月
は
九
都
県
市
一
斉
自
転

車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
強
化
月
間

『
自
転
車
も　
の
れ
ば
車
の　

な
か
ま
い
り
』

　
自
転
車
は
、
幅
広
い
年
代
の
人
が

利
用
す
る
身
近
な
乗
り
物
で
す
。
し

か
し
、
自
転
車
を
運
転
し
、
人
と
接

触
事
故
を
起
こ
せ
ば
、
身
近
な
乗
り

物
も
凶
器
に
変
わ
り
、
賠
償
責
任
を

問
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
交
通

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
交
通

ル
ー
ル
は
絶
対
に
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
道
路
交
通
法
が
平
成
27
年

度
に
改
正
さ
れ
、
自
転
車
に
対
す
る

危
険
運
転
の
罰
則
が
強
化
さ
れ
ま
し

た
。

～
罰
則
の
対
象
と
な
る
主
な
危
険
運

転
と
は
～

①
信
号
無
視

②
飲
酒
運
転

③
指
定
場
所
一
時
不
停
止

④
ブ
レ
ー
キ
不
良
自
転
車
運
転

⑤
安
全
運
転
義
務
違
反
（
二
人
乗
り
、

　
無
灯
火
運
転
、
携
帯
電
話
を
使
用

　
し
て
の
運
転
、
イ
ヤ
ホ
ン
な
ど
を

　
装
着
し
て
の
運
転
禁
止
）

⑥
歩
道
に
お
け
る
車
両
の
義
務
違
反

　
（
徐
行
違
反
）

⑦
通
行
区
分
違
反
（
車
道
の
右
側
通

　
行
禁
止
）　
　
　
　
・
・
・
な
ど

　
以
上
の
危
険
運
転
で
警
察
に
2
回

以
上
摘
発
さ
れ
た
悪
質
運
転
者
は
公

安
委
員
会
か
ら
の
自
転
車
運
転
講
習

命
令
を
受
け
て
か
ら
3
カ
月
以
内
に

受
講
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
受

講
し
な
か
っ
た
場
合
、
5
万
円
以
下

の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

～
保
護
者
の
方
へ
の
お
願
い
～

　
13
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
が
自
転
車

を
運
転
す
る
時
や
保
護
者
の
方
が
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
付
き
自
転
車
を
運

転
す
る
際
に
幼
児
を
同
乗
さ
せ
る
時

は
、
必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
す
る

よ
う
努
め
ま
し
ょ
う
。

照
会
先　
総
務
防
災
課
（
町
民
係
）

☎
８
５
―
７
１
６
０

広報はこね　2017.May 23

町
内
店
舗
へ
の
修
景
補
助

制
度
を
創
設
し
ま
し
た

　
景
観
形
成
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
店
舗
や
事
業
者
を
、
景
観
ま

ち
づ
く
り
協
力
店
と
し
て
認
定
す
る

制
度
を
平
成
22
年
10
月
か
ら
施
行
し

て
い
ま
す
。

　
協
力
店
と
し
て
認
定
を
受
け
る
た

め
に
は
、
町
の
景
観
条
例
や
景
観
計

画
の
規
定
・
基
準
を
満
た
す
ほ
か
、

建
物
の
外
壁
や
屋
根
、
屋
外
広
告
物

の
色
、
ま
た
緑
化
に
配
慮
さ
れ
て
い

る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
を
満
た

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
４
月
１
日
か
ら
、
協
力
店
の
認
定

基
準
を
満
た
す
た
め
の
改
修
な
ど
を

行
う
店
舗
・
事
業
所
に
つ
い
て
、
補

助
制
度
を
設
立
し
ま
し
た
。
補
助
内

容
は
、
室
外
機
な
ど
の
修
景
と
し
て
、

囲
い
な
ど
の
設
置
に
係
る
費
用
の
２

分
の
１
以
内
を
補
助
し
、
１
台
５
千

円
を
上
限
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

外
観
な
ど
の
修
景
と
し
て
、
外
壁
の

塗
替
え
や
、
看
板
の
改
修
（
協
力
店

の
基
準
を
満
た
す
も
の
に
限
り
ま
す
）

な
ど
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
費
用
の

２
分
の
１
以
内
を
補
助
し
、
10
万
円

を
上
限
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
の
要
件
な
ど
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
都
市
整
備
課
ま
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
都
市
整
備
課

　
☎
８
５
―
９
５
６
６

景
観
ま
ち
づ
く
り
協
力
店 

新
た
に
３
店
舗
を
認
定
！

　
３
月
30
日
、
景
観
ま
ち
づ
く
り
協

力
店
認
定
式
を
開
催
し
、
新
た
に
箱

根
地
域
第
３
号
店
・
第
４
号
店
、
仙

石
原
地
域
第
２
号
店
の
認
定
を
し
ま

し
た
。
町
内
の
協
力
店
は
本
制
度
が

始
ま
っ
た
平
成
22
年
10
月
か
ら
通
算

で
８
店
舗
と
な
り
ま
し
た
。

◎
箱
根
地
域
第
３
号
店

【
箱
根
丸
山
物
産
（
は
こ
ね
ま
る
や

ま
ぶ
っ
さ
ん
）
】

代
表
者　
丸
山 

皓
史

店
舗
の
種
類　
寄
木
細
工
製
造
販
売

紹　
介　
箱
根
関
所
通
り
に
位
置
す

る
、
寄
木
細
工
の
製
造
販
売
を
す
る

店
舗
で
す
。
店
内
で
は
製
作
の
実
演

や
、
か
ら
く
り
箱
の
製
作
体
験
な
ど
、

箱
根
関
所
に
訪
れ
る
観
光
客
の
皆
さ

ま
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
外
観

に
つ
い
て
は
、
関
所
の
渋
墨
塗
り
に

統
一
す
る
な
ど
、
関
所
通
り
の
街
並

み
景
観
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

◎
箱
根
地
域
第
４
号
店

【
関
所
か
ら
く
り
美
術
館
（
せ
き
し

ょ
か
ら
く
り
び
じ
ゅ
つ
か
ん
）
】

代
表
者　
丸
山 

皓
史

店
舗
の
種
類　
寄
木
細
工
展
示
販
売

紹　
介　
箱
根
関
所
通
り
に
位
置
す

る
、
寄
木
細
工
で
製
造
さ
れ
た
秘
密

箱
や
か
ら
く
り
箱
の
展
示
・
体
験
が

で
き
る
店
舗
で
す
。
こ
ち
ら
も
箱
根

丸
山
物
産
と
同
じ
く
、
外
観
を
関
所

と
同
色
に
そ
ろ
え
て
い
る
こ
と
に
加

え
、
箱
根
の
特
産
品
で
も
あ
る
寄
木

細
工
の
歴
史
や
表
現
の
豊
か
さ
を
教

え
て
く
れ
ま
す
。

◎
仙
石
原
地
域
第
２
号
店

【
シ
ェ
・
モ
ネ
】

代
表
者　
後
藤 

明

店
舗
の
種
類　
飲
食
店

紹　
介　
仙
石
原
に
位
置
す
る
、
新

鮮
な
食
材
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
食
の

ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
、
そ
の
食
材
に

あ
っ
た
料
理
を
提
供
す
る
飲
食
店
で

す
。
黒
を
基
調
と
し
た
外
観
に
加
え
、

建
物
の
周
辺
に
無
駄
な
も
の
が
な
い

た
め
、
凛
と
し
た
佇
ま
い
が
特
徴
で

す
。
季
節
に
あ
っ
た
食
材
と
と
も
に
、

季
節
ご
と
の
「
和
み
」
を
提
供
し
て

く
れ
ま
す
。

　
協
力
店
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
広

報
誌
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
景
観
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
な
ど
で
詳
し

く
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

照
会
先　
都
市
整
備
課

☎
８
５
―
９
５
６
６

　
町
消
防
団
副
団
長
の
勝
又
宏
明

さ
ん
（
仙
石
原
）
が
、
永
年
に
わ

た
り
消
防
の
発
展
に
寄
与
し
た
功

労
が
認
め
ら
れ
、
３
月
８
日
、
平

成
28
年
度
消
防
功
労
者
消
防
庁
長

官
表
彰
永
年
勤
続
功
労
章
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

写真左：箱根丸山物産　丸山氏
写真右：シェ・モネ　後藤氏

　 ５ 月は、赤十字会員増強運
動月間です。
　赤十字は、人道・博愛・平
和を目標に、世界の国々と手
を結び、人類の幸せと世界の
平和のために、活動を続けて
いる奉仕団体です。
　この活動の経費は、ほとん
どが、赤十字の人道的な活動
に賛同し、資金協力をしてく
ださる方に納めていただく活
動資金（会費など）によって
まかなわれています。
　赤十字の活動や理念にご賛
同いただき、一人でも多くの方
からのご支援をお願いします。

消
防
庁
長
官
表
彰
　
永
年
勤
続
功
労
章

第
62
回
青
少
年
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

　
第
62
回
青
少
年
読
書
感
想
文
コ

ン
ク
ー
ル
で
、
箱
根
の
森
小
学
校

２
年
の
鈴
木
彩あ

友ゆ

さ
ん
（
大
平

台
）
と
箱
根
中
学
校
３
年
の
小
野

颯
希
さ
ん
（
湯
本
）
が
、
10
万
８
，

６
４
１
点
の
中
か
ら
、
鈴
木
さ
ん

が
「
毎
日
新
聞
社
横
浜
支
局
長
賞
」

を
、
小
野
さ
ん
が
「
神
奈
川
県
学

校
図
書
館
協
議
会
長
賞
」
を
そ
れ

ぞ
れ
受
賞
し
、
２
月
23
日
相
模
原

市
民
会
館
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

赤十字会員
増強運動月間


